
く. ・

; l .卜

( 3)

悦

ふ 片

ご' ぷ

‘ ‰ ？

ｌｆＷ

べ

Ｉ

’
こ

ダ

ノ

り

し

・

‘

弓

ミ

づ

ゾ

“

J

:

7

．

１

‘

－

．・

１

’

．

．

．

Ｓ

 

“

ｌ
ｔ

７

!Ｍ

’

．
’

い

ｉ

こ

Ｉ

¨
｛

一

。ゝ

。

一

心

″
卜

一

・

・

ぶ

。

一

、

’
｛

｝

1

1

1

．一

｀
Ｊ一

‥・

］

¨

一

。｛

い
い

い

作

ヽ
一

‥
い

｛

り･

痢うy

41 ¶Xl ｙ=

ノ

ブ

サ

体

育

館

完

成

’

去

年

の

九

月

に

着

工

芯

れ

た

体

育

館

は

ノ

三

。月

二

十

八

日

事

実

上

完

成

し

、

あ

ど

は

五

月

三

十

日

の

落

成

式

を

待

つ

ば

か

り

と

な

り

ま

し

た

。

館

内

は

最

新

湊

の

設

備

を

整

え

ヽ

都

内

で

も

優

秀

な

も

の

の

一

つ

で

す

が

、

こ

こ

に

そ

の

全

貌

を

ご

紹

介

し

ま

し

よ

メ

イ

ン

コ

ー

ト

が

一

つ

、

サ

ブ

コ

ー

ト

の

バ

ス

ケ

ッ

ト

。

バ

レ

ー

、

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

コ

ー

ト

が

そ

れ

ぞ

れ

二

つ

づ

つ

床

に

配

置

さ

れ

、

二

コ

ー

ト

が

一

度

に

使

用

で

き

ま

す

。

そ

し

て

、

中

央

に

は

棒

球

ネ

ッ

ト

が

は

ら

れ

る

の

で

、

互

い

に

干

渉

さ

れ

ず

に

練

習

が

で

き

ま

す

。

そ

妬

他

、

女

子

の

｀

ダ

ン

ス

授

業

の

た

め

の

ダ

ン

ス

バ

ー

と

大

き

な

鏡

、

’

そ

し

て

鉄

棒

、

肋

木

も

揃

う

て

（

い

ま

す

。

。

ま

た

電

動

式

タ

イ

マ

ー

々

取

り

付

け

た

の

で

試

合

が

順

調

に

行

わ

れ

る

で

し

ょ

う

。

フ

‘
で

滉

し

・

‥

丿

卜 八

ぺI ゛

, . ･ .ゝ ¨

t : 1, ' ･

･● . l ･J ･

I l  ,
I ヽ5･1

r

･

｀ ●

み I

ぞ

, ･４ ．`Ｉ

！ ゝ

μ ･ - ，

; こ

．!

４: .

: ｀･1 「゙

ず

Ｖ

…

…

？

％

Ｓ

Ｓ
ｉ

　

　

Ｓ

７

 

１

．

．

‐

Ｓ
ｇ

一

≒

乱

・

ぺ

竃

〕

一

’し

○

丿

二

」

…

……

｛

｝｛

｛

卜

丿

ニ

ド

ヤ

・

ト

ン

．
い

ブ

ニ

ト

…

…

…

…
…

い

’い

’

Ｗ

. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　" I ‾゙ ‘` ｀' i l`゛･ ' ･~“ ｀' K'｀' ･"ゝ"丁̈ l f‘ ｀' ,‘ ゛i ﾐy゙ ' ﾑI ' I〃゙゛'‘ 〃I '゙ 4"卜 ぶV･' 6゙‘ : ･S･X4R･- i .や〃Wy ぶ一匹心; ･,泄ぶ〃X4: { , . ' - W　　　　　　　　　1･

言

言

今

吋

二

汗

暦

“

‘’

二

一`

一

’

｝

’

・`

’

‥｛

い｛

’

二

一

一

’
一

一ｙ

む

y. . ● .

I ’ l Sl

i l j ‘  : .

’

ｉ

‐

’

よ

‘

　

ゾ

．
リ

頌

几

・

ご

’

ノ

．
『

．
に

．

二

．

．

．

．

’

ｊ

 

ｇ

Ｓ

体

私

館

恚

で

き

ヽ

゛

来

年

あ

た

り

は

プ

ー

ル

も

で

き

る

予

定

と

か

．

こ

れ

か

ら

の

深

沢

高

校

が

さ

ら

に

大

き

く

伸

び

て

行

く

こ

と

を

期

待

し

た

い

と

思

い

ま

す

．

進

路

相

談

会

序

期

待

さ

れ

る

大

学

生

像

深

沢

高

校

同

窓

会

理

事

会

で

は

当

一

会

規

約

第

八

条

に

基

づ

。
い

て

、
／

深

沢

高

校

に

貢

献

す

る

主

旨

で

「

進

路

相

談

会

」

を

昨

年

四

月

に

設

立

‘

致

し

ま

し

た

。

目

的

後

輩

達

が

大

学

に

対

し

て

認

識

を

深

め

る

と

い

う

事

は

、

教

育

が

国

’

　

家

の

将

来

々

決

す

る

重

大

問

題

で

’

あ

る

以

上

、

欠

か

せ

ぬ

も

の

で

あ

る

と

信

じ

ま

す

。

同

窓

会

「

進

路

相

談

会

」

は

大

学

の

カ

ラ

ー

、

授

’

’

“

.

l

 

y
…

 

’

 

j

.

.

’

J

;

j

’

j
’

の

際

の

志

望

校

及

び

万

言

」

: 徽

し

て

ス

タ

ー

ト

Ｏ

〈

｝

。い

ノ

…

…

に

Ｉ
｛

・

’

Ｏ

サ

し

カ

・

‐

聯

混

汗

に

轟

汁

I

&

　

　

　

　

“

I
一

　

ｉ

の

味

と

香

り

を

知

ら

せ

考

ｌ
ｒ

　

　

ｌ

　

　

夕ａ

ｌ

活

動

内

容

　

｀

　

｛

　

ご

い

’

｛

”

。
’

‘
｀

。
゛

ぺ
｛

¨
・
『

一

ヽ

顛

来

春

の

大

学

入

Ｊ

ダ

控

冬

万

今

れ

る

人

間

性

、

明

日

に

生

か

み

。
科

学

を

大

学

に

求

め

耳

。‥

日

夜

私

闘

し

て

い

る

後

輩

諸

君

に

ヅ

直

衰

学

生

の

眼

を

通

し

て

大

学

の

紹

が

ダ

｀i ' J 一代' Ｘ ｊ' |

万

窓

う

r j ' .

夕言

が

j 　

i

生

の

十

‥

…

…

゛

／

に

゛

｀

｝

学

訪

夕

Ｘ

問

（

そ

の

Ｉ

）

米

　

　

田

く

聖

心

女

子

大

学

の

教

育

目

的

は

、

へ

「

め

ま

で

る

貼

く

変

動

す

る

現

代

社

会

に

あ

っ

て

確

固

た

る

信

念

の

も

と

に

、

－

深

｀

譜

代

必

頂

切

要

浪

々

洞

察

し

て

人

類

社

言

聯

京

大

い
吃

八

丿

・

り

高

ニ

イ

、ノ

ン

’

　

　

　

、へ

　

’

土

し

昭

和

4

2
年

会

計

報

告

○

（

ン

ド

ボ

ー

ル

部

が

ダ

ラ

．

‥

　

　

ｊ

‘

　

．

・・

丿

丿

入

り

．

．

　

　

…

…

．・

Ｊ
…

…

べ『

○

小

倉

百

人

一

首

、

茶

道

が

．

? ･i . ？･々:卜; , ･ぷ

万

言

J

収人4 部二 言ﾅﾔ し 牛

ィ 前年度繰越金よ362, 029

三42年度同窓命費ﾉ50; 600

J 総会雑収入トノご21, 685

銀゙哲利息 ∧ 上ずo53

● 　　1. 　　, 　ゝ 　

－

友 竃 岫 雌 牛yﾙ ﾊﾟj lｼﾞ. ､ｬj ﾘｽﾞﾑ?f J ?

☆ 庶 農 芸 …… 7万I J ｪMI :乙§ a

寸 ｹ 訟゙ ｼﾞ 川 端

一事　 務 丿費　　　13, 750

∧ 昌 昌　 詣 誂

総 収入計 つ, 141, 367 ’ k 総 支 出 計. 　337, 581

次年 度繰 越 金　1, 803, 786

坤

匈

・

Ξ

・

片

か

旧

心

リ ’

震

蹊

．

学

習

診

立

教

駱

心

ゐ

Ｂ

本
万客

．

冰

９

４

３

（

―

）

２

大

（

　

７

大

卜

５

ブ

づ

八

２

Ｗ

１

八

１

一心

２

ノヘ

１

Ｗ

.ざ ｙ ｀

∧: 22

⌒ ⌒

51 33 ’

｀ヽ ぞ･ ｙ

り

恵

μ . ･ ．

レ ド

ン ダ

･y I

¶ - ㎡

｢i r . ･･, ･

¢.

一同･

I  S.£･･

－

べ

（

二

期

生

）

判

難

尊

行

ｙ

の

ｔ

英

会

吼

に

た

宍

い

架

い

ぼ

公

立

漓

校

か

ち

の

入

単

貳

心

年

丿

フ

ー

プ

ー

と

い

ケ

あ

り

様

で

す

ら

専

か

は

入

学

時

に

一

応

分

け

ら

れ

ｔ

す

吸

ゾ

一

’
年

次

の

成

績

ビ

よ

戈

こ

』
報

匹

柊

暴

に

決

梵

さ

れ

、

希

望

が

あ

れ

ば

他

学

科

へ

移

る

こ

と

が

で

き

ま

す

ノ

言

ヅ

回

寸

．

生

活

そ

の

も

の

は

、

私

立

高

校

か

ら

『

の

学

生

匹

ほ

と

ん

ど

潭

の

了

言

貧

使

‘

恂

ド

礼

儀

等

″

独

４

万

一

邑

雪

一

ず

寸

喰

↓

大

言

尿

‘

;

:

1

.

.

.

.

.

.

.

.

.

j

:

4

'

‐

 

'

…

７

'

７

｡

.

.

.

.

'

1

:

r

ｓ

'

‐

4

7

j

i‐

&

.

ｇ

¥

t
ｓ

'

そ

れ

よ

ヰ

ザ

ｊ

ｆ

徽

泗

学

浪

々

あ

渇

皿

ｌ

　

Ｓ

　

　

　

。

　

　

　

　

ｉ

。

－

ｌｌ

．

　Ｗ

Ｗ

　

¥
～

頌

岫

凄

ま

ず

首

巻

郵

會

煥

寸

ｔ

島

劃

い
ｙ

つ
一

つ

麗

石

谷

針

路

駿

と

思

い

ま

す

・

ビ

も

う

】

。

つ

ぶ

ご

’

・

　

　

・

‐

　

　

　

。
”

’

・

ぷ

‘

。

’

。

ご

‘’、

。”

ｔ

旨

す

・

・

’

『
『

’
（

女

噺

乱

ぶ

更

咎

乱

棹ｲ

学

谷

徴

は

四

学

心

に
の

単

ギ

賢

影

昿

と

ま

口

て

い

る

と

卜

う

こ

と

．

方

士

拳

万

言

参

か

か

影

。Ｌ

訟

仏

前

’

‘

ご

い

ｙ

い

卜

ぺ

‘

ｊ

し

い

ｙ

ご

こ

Ｉ

ス

ー

ズ

乙

学

生

が

参

加

回

忌

範

’

”

”

ｉ

'

‐

”

．

’

 

‐

‘

 

．‐

‘

‐

ｙ

 

’
．

‘

'

Ｓ

．
４

．
’

‐

‘

ｊ

扮

拓

が

］

言

答

べ

兪

拒

訃

斂

に脳

三

百

」

ふ

れ

て

い

ま

方

ト

ヤ

ニ

ド

ル

言

ブ

お

嬢

様

学

校

と

言

わ

五

怜

ｆ

ぞ

江

東

阻

止

難

証

縫

Ｊ

・
賜

涛

塵

練

万

庶

祗 ’
ゝ

ｔ
匁‘ り ，

心

; =r l

j ｙ

● . XI

i l  'し4･I I - , ' . . ゜S

宍 仁, ﾝ … … 9｡･I

･り

I I ’

１

i ･ｊ

丿` ' i

● r ･

織

今

春

の

大

学

合

格

者

一

覧

国

公

立

東

北

大

千

葉

大

東

工

大

東

教

大

浪

人

１　３　 １･ ２

一

橋

大

　

―

横

浜

国

大

　

　

２

東

京

医

歯

大

　

Ｌ

都

立

大

．

―

横

浜

市

大

　

ｆ

２

他

国

立

大

し

｀

1

0

. r . ･ i｀

.

ﾜ

･

リ1

J ≒.

･- i . ･.

. ･- ･

ゝ ● .｀･11

' み

り ぐ

半

耳

ケ

ヶ

現

役
―

１

私

立慶 早

（

カ

ヴ

内

米

子

ダ

ゾ

.

…

「

’

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

’
‐

.

.‐

:

=…

’

x

2

.

’

=

'

l

x

!

j

a

￥

々

‘
か

大 大

16･27

明

治

大

法

政

大

中

央

．

大

青

学

大

1011 10 11

１

１

１

－

ｌ

ｊ

１

１

－

１

・

寸

難

゛

｀4 ・

り 卜･ ｙヽ｡ ｀

謳

ご 凛y･l

卜

乱

卜

乱

…

…

―

必吽

願

八

１

Ｗ

（

１

）

（

―

）

４

（

―

）

。

誰

（

（

1

。

）

鯨

翁

y; Ｑ …… … 　- 1･　.

審 胚 珀 引 謡 万

･皿' ﾐ' ･- ･- 』- I '●゛l i

２

-



八

( 4)

７

ｙ

Ｖ

Ｖ

７

Ｖ

７

Ｖ

７

ｙ

Ｖ

ｙ

Ｖ

[＞▽ な

広

　

　

｀

場

Ａ

Ａ

Ａ

Ｚ

Ｘ

Ａ

Ｚ

Ｘ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

同

窓

会

と

私

[ 〉△ △

一

期

　

内

藤

周

子

に

ド

ト

４

.

j
￥

ｙ

ｋ

４

Ｅ

３

４

２

４

Ｊ

４

７

ｊ

￥

７

s

ｌ
Ｒ

５

Ｊ

ｙ

ｘ

２

￥

４

.

E

'

￥

Ｒ

ｙ

Ｒ

ｊ

Ｆ

Ｆ

ｒ

ｔ

ｔ

ｊ

一

　

．

ノ

し

ド

ぢ

．
、

．

ふ

．

一

ブ

ｙ

・

．

．

χ

ｌ

．

．
…

…

Ｊ

、
Ｊ

・

‘ Ｊ

、`

、

f

.

7

.

.

.

.

.

.

.

j

2

ノ

ｙ

同

窓

会

も

発

足

以

来

三

年

目

に

な

ろ

う

と

し

て

い

ま

す

。

初

め

の

年

は

、

太

陽

の

ギ

ラ

ギ

ラ

輝

く

夏

の

日

か

ら

活

動

開

始

と

な

り

ま

し

た

が

、

二

年

目

と

今

年

は

、

お

だ

や

か

な

風

と

一

緒

に

フ

ワ

フ

ワ

空

に

飛

ん

で

い

き

た

く

な

る

よ

う

な

、

そ

ん

な

解

放

感

を

感

じ

さ

せ

る

陽

気

の

中

で

、

同

窓

会

理

事

、

評

議

員

の

活

動

が

開

始

さ

れ

ま

し

た

。

深

沢

の

バ

ス

停

か

ら

学

校

ま

で

の

桜

並

木

の

下

を

高

校

時

代

の

こ

と

な

ど

思

い

出

し

な

が

。
ら

い

そ

い

そ

と

理

事

、

評

議

員

が

集

ま

る

。

今

年

度

の

新

し

い

評

¢

　

　

ｆ

　

Ｉ

　』
・

　

　

　

　

　

　

　

『

議

員

、

高

校

時

代

顔

も

合

わ

せ

た

こ

と

・

が

な

か

っ

た

よ

う

な

全

く

知

ら

な

い

同

志

が

、

深

高

卒

と

い

う

こ

と

だ

け

で

何

か

連

帯

意

識

を

感

じ

、

親

密

感

を

悛

え

る

。

同

窓

会

も

三

年

目

に

入

っ

た

せ

い

か

、

総

会

を

迎

え

る

べ

く

一

様

の

仕

事

も

以

前

よ

り

は

ス

ぶ

Ｉ

ズ

に

動

く

。

こ

う

し

た

雰

囲

気

の

中

で

、

フ

ト

微

笑

み

た

く

な

る

よ

う

な

広

大

な

構

想

や

、

い

ず

れ

は

会

員

の

中

の

出

世

組

か

ら

ド

。

サ

リ

寄

付

が

届

く

の

で

は

な

い

か

と

想

像

し

嬉

し

く

な

っ

た

り

、

今

年

の

総

会

ム

ー

ド

を

ど

う

す

べ

き

か

な

ど

と

い

う

こ

と

に

た

る

・

こ

う

し

て

今

年

の

総

会

は

規

約

第

二

条

の

に
如

く

教

養

高

い

も

の

に

し

よ

う

と

い

う

こ

と

に

な

っ

た

。

こ

’

．

’

う

し

て

大

ま

か

な

計

画

が

立

て

ら

れ

、

シ

よ

．
‘

・

ふ

しj .４

. ･？,

各

理

事

は

会

計

・

総

務

・

渉

外

・

広

報

に

分

か

れ

、

詳

細

な

計

画

が

立

て

ら

れ

活

動

を

リ

ー

ド

し

て

い

く

人

、

目

立

た

な

い

沢

山

の

雑

務

に

つ

く

大

、

仕

事

は

種

々

雑

多

。

仕

事

を

す

る

中

に

上

手

な

買

い

物

の

コ

ツ

。

楽

し

い

ム

ー

ド

で

の

仕

事

の

さ

せ

方

、

交

渉

の

仕

方

を

覚

え

た

り

、

今

ま

で

知

ら

な

か

っ

た

人

の

魅

力

に

驚

い

た

り

：

：

歴

史

が

な

い

だ

け

に

努

力

す

れ

ば

そ

れ

な

り

の

も

の

が

得

ら

れ

る

。

高

校

時

代

は

妙

に

自

分

と

学

校

と

の

つ

な

が

り

を

意

識

し

た

こ

と

の

な

か

っ

た

私

も

こ

う

し

た

深

高

同

窓

会

の

仕

事

を

す

る

中

に

、

し

み

じ

み

そ

れ

を

感

じ

る

こ

と

が

で

き

る

の

は

私

を

ひ

き

つ

け

る

何

か

が

同

窓

会

に

あ

る

の

で

は

な

い

か

と

思

い

ま

す

。

み

ち

の

く

便

り

二

期

　

大

藤

英

明

。

前

略

、

今

や

っ

と

洗

濯

を

終

え

、

書

い

て

い

ま

す

。

洗

濯

が

い

か

に

大

変

か

解

る

か

い

独

身

は

つ

ら

い

ヨ

ー
・

こ

の

間

な

ど

、

洗

濯

物

を

た

め

す

ぎ

て

着

る

物

が

無

く

、

体

操

シ

ャ

ツ

で

ご

ま

か

し

登

校

し

た

。

こ

ん

な

状

態

で

早

三

遊

間

、

近

頃

に

な

っ

て

や

っ

と

在

京

中

の

冷

静

さ

を

取

り

戻

し

、

道

行

く

女

性

も

落

ち

着

い

て

観

察

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

。

だ

が

や

は

り

孤

独

は

つ

ら

い

、

寂

し

い

所

に

住

ん

で

い

る

の

で

、

夜

に

な

る

と

余

計

身

に

し

み

る

。

た

く

さ

ん

の

空

の

裂

け

目

を

見

て

い

る

と

つ

く

づ

く

田

舎

に

来

た

な

あ

と

思

う

。

こ

ち

ら

は

ま

だ

ま

だ

寒

い

、

日

中

で

も

八

度

な

ん

て

こ

と

も

あ

る

。

冬

の

着

物

を

ほ

と

ん

ど

持

つ

て

来

な

か

っ

た

の

で

震

え

て

い

た

。

し

か

し

今

日

は

雲

一

つ

な

い

、

す

ば

。ら

し

い

天

気

。

・

と

い

う

わ

け

で

ク

ラ

ブ

の

花

見

コ

ン

パ

（

飲

酒

会

、

又

も

や

下

手

・

な

く

せ

し

て

サ

。

カ

１

部

に

入

部

、

練

習

は

非

常

に

き

び

し

い

！

　

月

曜

だ

け

休

み

で

、

日

曜

ま

で

か

り

出

さ

れ

る

）

三

神

峰

と

い

う

仙

台

で

一

番

の

桜

の

名

。

所

（

実

に

素

啼

ら

し

い

所

だ

、

理

学

部

の

原

子

力

研

究

所

が

あ

る

）

、

夏

に

太

気

洋

を

見

下

し

、

西

に

蔵

王

連

山

を

眺

め

る

。

小

高

い

山

の

上

で

芝

生

に

す

わ

り

頷

頭

上

に

満

開

の

桜

を

見

上

げ

な

作

鮒

『

一

　

　

　

゛

゛

　

。ｆ
』Ｉ￥

飲

ま

さ

れ

た

こ

と

、

飲

ま

さ

れ

た

ご

と

づ

Ｆ

■

　

　

　

　

　

　

　

　

４

。一

　

、

｀

上

級

生

が

集

団

で

お

ど

か

し

な

が

ら

、

バ

む

り

や

り

口

を

開

か

せ

て

飲

ま

せ

る

、

）

。

程

に

、

大

声

で

下

品

な

歌

を

公

衆

の

面

前

で

歌

う

者

多

数

、

（

オ

レ

は

違

う

と

旧

制

二

高

の

バ

ン

カ

ラ

伝

統

の

た

む

‘
。

か

ヽ

ス

ザ

マ

ジ

イ

゜

ン

パ

で

チ

Ｊ

工

れ

想

像

で

き

ま

い

ヽ

東

京

で

は

ど

竃

ぐ

茄

ご

“

゛

゛

ゝ

。

。‐

・

≒

４

ん

な

こ

と

は

で

き

な

い

。

ヽ

そ

ん

な

わ

肪

‘

で

少

し

話

し

相

手

も

で

き

さ

び

七

さ

砂

－

Ｉ

’
４

１

‘

／

■
％

　

　
ｆｋ

Ｉ・

ま

ぎ

れ

た

。

　

　

　

　

…

…

「

‘’
」
。
）

一

’
。
一

】『

。

東

北

大

学

は

学

生

の

約

8

0

％

が

東

北

六

県

の

出

身

だ

そ

う

で

方

言

が

ひ

荊

く

、

標

準

語

で

話

す

の

が

少

々

気

が

込

Ｃ

一

　

　

　

　

　

１

う

け

る

。

教

師

か

ら

七

て

仙

台

弁

で

授

蔵

を

す

る

の

が

多

い

・

第

二

外

国

恥

は

露

語

を

と

っ

た

。

勉

強

は

ま

だ

あ

ま

。
び

し

。

て

い

な

い

。

今

日

も

疲

れ

て

し

ま

っ

た

。

の

で

明

日

の

一

時

間

目

は

さ

ぼ

る

つ

も

! XL

追

伸

（

書

簡

よ

り

Ｉ

と

ミ

ハ

万

. '` ぴI ｗ ･. nl

.

ｕj ･

. .

ｙ

. l

二. . が 心

' ･. ･

工

… … … … : 7 ･･ご･･､. ' ､･

、

酒

を

飲

む

と

人

間

な

ん

て

の

は

皆

同

じ

だ

。

酒

を

飲

む

な

ん

で

の

は

欲

求

不

・

。

。

岱

叉

ｊ

）

ぼ

古

京

で

な

い

。

ふ ．

ご ご･. .

ｙ l . ; . j : r ;

二

万f l

/ ●

大

汗

ノ

＜

二

丿

総

務

部

よ

り

一

言

同

窓

生

で

氏

名

、

住

所

フ

電

話

、

現

’

況

（

大

学

、

会

社

等

）

の

変

更

し

た

会

員

は

各

ク

ラ

ス

評

議

員

又

は

左

記

ま

で

・

に

必

ず

連

絡

し

て

下

さ

い

。

特

に

住

所

変

更

の

届

け

出

の

な

い

場

合

は

会

員

名

簿

、

’

会

報

が

郵

送

で

き

ま

せ

ん

の

で

協

力

下

さ

い

。

。

ぺ

‘

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

’

づ

｛

…

…

…

　

。’

大

竹

美

佐

子

（

総

務

部

）

ノ

’
ヽ

’

゛

　
ｒ
・

。

　
゛

’
・

゛

　

　

　

／

心

心

二

↓

大

二

ご

？

「

ヽ

‘

」

｛

。｝

犬

・
｛

六

六

万

｝一

万

ヽ
斗

ぶ

づ

に

帽

呵

｛

宍

辱

科

で

。
は

ｔ

う

し

て

も

居

師

ぢ

。七

漬

一

考

。一

。

学

に

入

学

す

る

ｔ

は

な

れ

な

い

の

だ

か

ら

。

プ

シ

ケ

犬

ノ

七

ぶ

し

浪

ぺ

は

メ

ヤ

ｙ

。

。

お

友

達

丿

ど

ん

ど

ん

美

し

い

人

に

成

長

す

る

時

私

一

人

が

薄

汚

れ

た

浪

。人

に

が

る

の

は

い

や

だ

。

。

　

　

．
Ｉ

　

Ｉ

『

’

／

　

　

　

　
１

　

！

ｒ

　

″

し

か

た

な

い

｀
。‐

い

つ

わ

り

の

仮

面

々

・

か

ぶ

り

都

立

大

に

通

う

事

に

し

た

。

勉

強

し

に

？

　

単

に

四

年

と

い

ｙ

空

白

を

う

め

る

一

’

に

け

の

為

に

プ

　

に

…

…

…

‐

こ

ヽ

の

様

に

通

う

私

と

真

剰

に

何

か

を

求

め

て

通

う

人

と

画

溝

は

大

き

い

物

尭

っ

た

・

そ

ん

な

自

分

に

対

曳

が

ひ

け

目

・

か

ら

自

由

に

話

酒

事

が

『

茎

ぎ

ぐ

な

て

て

い

た

・

。

い

く

ら

仮

面

を

か

ぶ

っ

た

図

々

し

い

私

で

も

は

ず

か

し

紅

つ

た

の

て

あ

る

。

始

業

ベ

ル

が

鳴

っ

て

か

ら

後

の

戸

か

ら

こ

っ

そ

り

入

り

、

終

業

の

ベ

ル

’

と

共

に

こ

っ

そ

り

脱

け

出

す

。

た

っ

た

一

時

間

の

昼

休

み

も

」

人

で

過

す

に

は

余

り

に

長

い

‐０

　

一

人

で

食

べ

る

昼

食

の

味

気

な

さ

か

ら

何

日

も

昼

食

を

食

ぺ

な

、

い

、

私

の

ま

わ

り

に

は

ベ

ト

ナ

熹

、

平

。

和

、

恋

Ｊ

…

あ

り

と

あ

ら

や

る

会

否

が

‐‐

。

　

♂

　

　

一

あ

ふ

れ

て

い

る

。

で

も

私

は

ど

れ

一

つ

‐‐‐

。

に

も

仲

間

入

り

で

き

な

い

。

卑

怯

者

で

Ｉ

あ

る

自

分

に

対

す

る

ひ

け

目

か

ら

・

ｙ

八

私

は

初

め

て

苦

し

ん

だ

の

だ

。

多

バ

の

。一

素

晴

し

い

人

々

に

囲

ま

れ

な

が

ら

一

人

‐‐‐‐

ぽ

っ

ち

で

あ

る

こ

と

る

○

り

に

は

Ｔ

ｔ

昨

年

の

私

の

様

に

、

ｔ

参

理

皿

に

失

敗

し

た

多

く

の

人

が

い

る

卜

そ

れ

で

も

私

は

嬉

し

い

。

。

医

科

歯

科

大

・

。

の

教

養

の

講

座

は

都

立

大

よ

り

は

ま

だ

貧

弱

で

あ

る

。

そ

れ

で

も

嬉

し

い

。

…

……
一

こ

の

一

年

痛

感

し

た

事

。

幸

福

は

お

く

ま

で

も

主

観

的

な

物

。

私

の

幸

福

は

、

私

だ

け

の

も

の

、

そ

れ

を

得

ら

れ

る

の

は

私

だ

け

。
・

あ

な

た

の

窄

に

素

晴

ら

七

く

て

も

私

は

１

０

１

Ｖ

あ

た

万

ま

え

の

事

で

な

る

．
荊

本

酢

に

そ

う

思

っ

た

。

”

”

”

’
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４
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ｉ
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‘

ゝ

．
ヽ

ｊ
ヽ

、、
’

先

輩

に

無

理

に

飲

ま

ざ

れ

た

．
一

い

口

昨

…

……
｛

。
｛

（

。

い

）

｛

４

２

４

三

’

.

”

’

　

‘

　

r

 

”

‐

ｘ

’

‐

.

ｙ

.

'

2

9

.

J

.

４

x

ビ

ー

ル

の

に

が

さ

は

私

の

唐

言

截

.゛･r  ・

淳

J ・

･, 14, 9

竃 こ

私, づじ

よ 言

! ･114 ｡

錨

’

４

‾

”

ｌ

‘

’ｙ

ｉ

ﾊ 沁゙

Ｊ

' 4

陽

卜 ･

，｀ , f ふｔ（ や

: 1

ヤ

４･

Ｉ

Ｉ

　
９

　

　

１

　

　

　

　

１

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一

斗

年

間

を

振

り

返

っ

て

二

白

土

入

一

一

期

門

山

美

恵

．

／

．

‘

『

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

｀

　

四

い

私

は

都

立

大

学

に

入

学

し

退

学

そ

し

’

で

今

年

東

京

医

科

歯

科

大

学

に

入

学

し

た

．

い

「

何

故

？

」

〈

．

牡

午

私

ｙ

都

立

大

乙

人

幹

七

た

と

き

彩

わ

り

の

人

々

皆

様

に

「

オ

メ

デ

ト

ペ

ウ

」

と

言

っ

て

下

さ

っ

た

．

確

か

に

自

丿

ぽ

釦

七

‘
か

っ

た

。
し

丿

つ

ら

か

口

た

。

数

砿

い
ニ

ド

ダ

ｙ`

‥

ご

い

｀

　

　

　

ｊ

’

￥ い

Ｗ ・

' , I N゛,町, ･: ｣ﾀﾞ｡｡･･ｙ｡? ｡ ｀　　　i l 　　　　　i 　･･･' , I I ‾, ' I . ● ･一

才 牛 ブ 式! 研 礦 粘 ぐ

う; .ｌ 「

曾 ﾌﾟﾔ

･Tζ ･' ･･

≒

ヅ

、
↓

イ

ヴ

口

い

い

丿

≒

⑤

寸

理

事

会

広

報

部

で

は

同

窓

会

会

報

乖

に

付

子

寸

寸

⑤

兪

よ

引

嬰

卜

半

薗

も

結

構

で

す

り

¨

｛

い

゛

…

…

｝

’
｛

一

・

犬

¨

｛

｛

｝

｝

1

.

.

.

.

.

.

.

.

.

|

叫

耳

回

言

言

’

十

月

末

日

迄

に

原

稿

を

提

出

し

刄

下

さ

い

’
。

送

り

先

二

で

丿

ぐ

ｙ

'

ｊ

．

ｊ

ｊ

.

ｊ

Ｇ

水

越

　

隆

（

広

報

部

一
⑤

､

…… ﾉ=

大

衆

の

中

の

孤

独

。

こ

れ

程

つ

ぢ

い

事

は

な

か

ろ

う

。

　

　

　

　

　

　

へ

日

に

日

に

ま

わ

り

‘の

人

々

と

私

と

の

溝

は

深

ま

り

。

私

は

無

口

に

な

っ

て

い

っ

た

。

こ

ん

な

私

に

は

灰

色

受

験

勉

強

－

一

人

き

り

の

孤

独

が

パ

ラ

色

に

見

え

た

の

で

あ

る

。

そ

し

て

十

月

、

と

う

と

う

休

学

し

、

浪

人

と

な

っ

た

の

で

あ

そ

し

て

四

月

無

事

東

京

医

科

歯

科

大

f ｀ i ゛

･ y ｀ . ご

●

･ f

・

’

。”

。

‘

　

’ｙ

し

。

（

夕

編

集

後

記

○

…

…｛
｛

ｆ

｝
’。

■

　

　

　

　

　

　

」

Ｉ

、

　

　
ｊ

Ｊ

ｙ

７

｡

￥

Ｊ

Ｇ

‘

初

で

の

体

眺

と

い

う

も

叫

に

心

喘

。

し

ｔ

も

実

収

大

き

ｔ

意

味

を

衝

異

ぶ

る

。

編

集

子

各

自

に

か

Ｖ

彫

引

発

行

の

喜

び

は

格

別

当

方

の

新

降

が

Ｉ

幸

≒

あ

Λ

ド

六

法

巡

同

窓

生

の

相

聶

首

畳

畳

五

苓

水

越

ふ

内

藤

。り


	page1
	Copied Bookmark
	page1


